
「子育ての学校・にじのわ」
開設に向けての準備事業

代表 森田 綾

令和６年度 金沢市協働のまちづくりチャレンジ事業



金沢市の子育ての課題

• 少子化

⇒赤ちゃんを知らない

⇒集わない・集えない

⇒子育てが見えない・わからない

• 根強く残るジェンダーの課題

• 産後鬱の問題



金沢市の施策

公共性・公平性

伝える情報

手渡す支援

△今すぐ楽になる

△我が子に合う具体的手法



にじのわ ママと子どもの育ちラボ

0 5 10

ママ友がほしい

赤ちゃんと遊べるあそび場を探し…

母自身の体の不調を治したい

母の体が楽な育て方法を知りたい

まるまる育児・スリングを使いたい

赤ちゃんの泣き・不機嫌の理由を…

我が子に合った関わり方を知りたい

赤ちゃんがよりよく発達できる方…

にじのわを訪れたきっかけ令和5年度
個別発達相談

初回申込数105名

0 2 4 6 8 10

授乳の方法

着替え・オムツ交換

スケジュール管理

コミュニケーションの発達

離乳食

運動発達

遊び方

寝かせ方

抱っこの方法

参考になった内容



個々の発達特性 実現可能な具体的対応

にじのわ ママと子どもの育ちラボ



専門性

にじのわ・スタッフ構成

• 医療専門職により構成

• 作業療法士、言語聴覚士、
看護師、助産師、歯科衛生士、
薬剤師、管理栄養士

• 科学的根拠に基づく知識・技術習得

個々の発達特性

実現可能な具体的対応



令和５年度

協働のまちづくりチャレンジ事業

• 「抱っこ教室」を開催

• 令和５年８月～令和６年２月

• 目的：我が子に合う抱っこを知る

• 参加組数：６組×７か月＝４２組

※６組：スタッフが対応できる限界数

想定される「抱っこ教室」のニーズ

①抱っこの悩みがある

1 2

８０％

②オンラインセミナー

視聴希望

1 2

③抱っこの指導希望

1 2

６０％７３％

各回満席

※フェルミ推定
サンプル数 30名の母

2400名 2200名 1800名



課題①：受け皿不足
⇒座学をオンライン化

                                      ※実習は対面で実施

産前

睡眠
朝の支度
仕事
昼

• 希望する全ての人に届く

• 情報の拡散力が上がる

• 産後の女性が理解しやすい

• 予習・復習ができる

• 習得度が上がる

• 口コミが発生しやすい

にじのわの受け皿は急には増えない

抱っこの話は繰り返し聞いてほしい

産後

授乳・オムツ 授乳・オムツ
授乳・オムツ 授乳・オムツ
授乳・オムツ 授乳・オムツ
授乳・オムツ 授乳・オムツ
授乳・オムツ 授乳・オムツ

合間に
シャワー

合間に
沐浴

合間に
食事

合間に
寝る

【母親の生活スタイルの変化】



課題②：人材不足

• 代表１名

• スタッフ６名

• 代表から直接指示できる量の限界

⇒行動量の限界

• 専門的かつセンシティブな業務内容で
ありスタッフ間でのサポートが必要

組織のスタイル
を変える

目的に向かって動く
教育プログラム

• 代表１名

• 副代表１名

• スタッフ

• ボランティア

（にじのわ非構成員）

組織の
変化を理解
役割を果たす

にじのわを
理解する

⇒ライン＆スタッフ型組織へ



課題②：ボランティアを育てる

支援者向け
勉強会（月１回）
セミナー申込

動画セミナー受講

ママサロン参加
スタッフ面談

ボランティア登録

＜初級：ママサロン＞ ＜中級：抱っこ教室＞ ＜上級：離乳食カフェ＞

ママサロン参加
（目安１０回）

抱っこ教室参加
（目安１０回）

離乳食カフェ
（目安１０回）

認
定

【ボランティア】

【スタッフ】

【習得できる内容】

①自己の感覚特性
行動特性

②赤ちゃんの感覚特性
行動特性

③ママの感覚特性
行動特性

【習得できる内容】

①環境の中の自己把握
地面と体のコミュニケーション

②環境探索の方法
視覚・聴覚・触覚の優位性

③二項関係の理解
人と人の基本的なコミュニ
ケーション

【習得できる内容】

①首すわり・寝返り
までの運動発達

②三項関係が成立する
までのコミュニケーション

③親子のコミュニケーショ
ンの特徴の把握

子育て支援に必要な
自己理解・他者理解
の基本的な考え方

赤ちゃんとのコミュ
ニケーション
（低月齢編）

赤ちゃんとのコミュ
ニケーション
（高月齢編）



令和６年度 抱っこ教室

ボランティアと一緒に

【スケジュール】

2,500円

①10時～11時②11時～12時

【目的】

＜チラシ作成＞
幼稚園・保育園に配布

＜動画作成＞
動画をアップ

金沢市のLINEにて告知

＜無料動画視聴＞

①にじのわとは
②赤ちゃんの体
③生活の整え方

＜有料動画視聴＞
①赤ちゃんの寝姿勢
②抱っこの話

＜抱っこ実習＞
8・9・10・11・12・1・2月

第一水曜日

10時～or11時～

無
料
で
ア
ク
セ
ス

有
料
・
お
申
込
み

ボランティアを募り にじのわで学ぶ

実現可能な具体的対応

個々の発達特性

届けたい内容



子育ての学校・にじのわ
校長：森田綾

副校長： 廣田千尋

主幹： 谷内初美 片野 望 裏野 直美 大島静香 大和ゆか

【入口・導入支援】【通年】 【低月齢児の支援】 【6か月以降の支援】 【幼児期】【就学前～5歳】

にじのわサロン 抱っこ教室 離乳食カフェ

単発教室

・子育ての沼からの救出
・子育ての疑問は即時的に解決できない

ということを知る
・他者の子育てより多様な子供を知る
・子どもの育ちには流れがあることを知る
・他者の子育てより自身の価値観を知る
・共に居る事で解消できる不安を取り除く

・新生児期～低月齢児の赤ちゃんの
体の仕組みを知る

・新生児期～低月齢の赤ちゃんの
生活リズムをリードする大切さを伝える
・赤ちゃんの寝姿勢を考え方を知る

・赤ちゃんにとっての抱っこの意味を知る
・今の親子に合う抱っこを「1つ」知る

・練習する

・離乳食が始まる時期の
養育者の食を見なおす

・養育者が他者とおいしいご飯を食べる
・他児の離乳食の様子を見る・知る

・離乳食に関する悩みに対して、食形態・
食材以外の課題を見つける

・今の親子にある離乳食時間の関わりを「1
つ」学ぶ・練習する

単発の関わりでは混乱を招くため
教室は実施しない

※情報提供の会は実施予定

骨盤ケア教室 親子教室① 親子教室② 幼児教室

連続教室
・妊娠中・産後の女性の体を整える

・軽いワークを通して、呼吸や身体感覚を
取り戻す

【知らなかったという言葉をなくしたい】
・寝かせ方

・抱き上げ方・降ろし方
・抱っこ

・授乳の抱っこ
・オムツの替え方
・遊び方

【知らなかったという言葉をなくしたい】
・抱き上げ方・降ろし方

・抱っこ
・授乳の抱っこ
・腹ばい遊び

・食べるための準備

【みつばちくらぶ】
・2～３歳

【てんとうむしくらぶ】
・4～５歳

集団生活に不適応を示す子どもとその養育
者のための親子教室

有識者
相談チーム

希



事業収支予算

収入の部

科 目4 予 算 摘 要

委託料 300,000 金沢市より

参加者負担金 140,000 参加費2,500円

平均４組×2回×7日

自己負担金 2,900

計 442,900

支出の部

科 目 予 算 摘 要

委託料 70,400 動画編集費

交通費 42,000 外部ボランティア交通費

印刷製本費 60,000 チラシ、パネル、
マニュアル本

使用料及び賃借料 67,500 動画撮影、抱っこ教室、
勉強会会場費

謝金 20,000 チラシ、パネルデザイン

消耗品 15,000 マイク、必要文具等

保険料 14,000 ボランティア保険

謝金 66,000 スタッフ研修謝金

委託料 44,000 校章デザイン

印刷製本費 44,000 腕章、幕印刷代

計 442,900

収入の部
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